
・ 2013/2/2

名称 ： 太陽の丘公園天体観望会 （支援）

場所 ： 太陽の丘公園

会員 7 名参加

統計情報

過去 3 ヶ月 （2012/11 ～ 2013/1） の

件数等の報告

▼ホームページ

・ サイト全体の Page View　 17,910 PV

　※対前四半期比で約 20% 減

▼問い合わせ ・ 入会等

・ 13 件　　※ HP フォームからのもの

▼メーリングリスト利用状況

・ 688 件

　※対前四半期比約 5% 減

▼会員数

前四半期中に正会員 1 名、 準会員 6

名増があり、 2013 年１月末時点の会

員数は、 正会員 29 名、 準会員 39 名

の合計 68 名となりました。 ■連載

天体ガイド

第７回　弥生の彼方に何を望む…

　「枕草子」 に出てくる 「星は　すばる。

ひこぼし。 ゆふづつ。 よばひ星、 すこ

しをかし。」 という一文がある。

現代語訳すると、「星といえば、すばる。

彦星（アルタイル）。 宵の明星（金星）。

流れ星 ( 彗星？） もそれなりに趣きが

あって良い。」 となる。

　平安時代の日本人は、 現代では不

可能な真っ暗な夜空のもと、 たくさん

の輝く星空を眺めながら、 美しい文章

を作っていたんだなぁ～と感心するとと

もに当時の星空環境を羨ましく思う。

　さて、 ここから枕草子の中にも歌わ

れているよばひ星＝彗星に少し注目し

てみようかと思う。

　彗星といえば、 まず誰もが頭の中

で思いつくハレー彗星が一番有名で

はなかろうか？ハレー彗星の歴史は

■活動状況

イベント

▼定例観望会

・ 2012/12/15

赤磐市赤坂ファミリー公園で予定され
ていた観望会は、 天候不順のため中
止となりました。

・ 2013/1/12

場所 ： 吉備中央町かもがわスポーツパーク

参加者 ： 会員 18 名、 一般 2 名の合

計 20 名。

最初は雲がちだったものの、 途中から

回復し、 朝まで厳冬期の星空を楽しむ

ことが出来ました。

・ 2013/2/16

美作市大芦高原で予定されていた観
望会は、 天候不順のため中止となりま
した。

▼観望会以外のイベント

・ 2013/2/2

名称 ： 新年会

場所 ： ＡＧＵＲＡダイニング

会員 24 名参加

  
近々のクラブイベント

３月１６日 （土）　　定例観望会
　総社市　備中国分寺　北駐車場　　　
　　　　月齢　4.3 　22:35 入

４月６日 （土）　  　定例観望会
　赤磐市是里農村公園
　　　　月齢 25.3 　2:57 出

５月１１日 （土）　　定例観望会
　美作市　大芦高原
　　　　月齢　1.1 　20:04 入

※開催場所など変更になる場合があ
ります。 詳細はホームページトピック
スにて開催日近くにご確認ください。

■連載記事

会 員 有 志 協 賛 に よ る
大 宇 宙 パ ノ ラ マ 展
倉 敷 市 児 島 市 民 交 流 セ ン
ター内にて、 約 20 点あまり
の天体写真が 3 月中旬まで展
示されています。



古く、 平安時代 （837 年、 承和三年）

に地球に近づき、 また最近では 1986

年にも近づき 75 年ごとに世間を賑わ

せている。 また他には、 ヘールホッブ

彗星や日本人が発見した百武すい星

など大きな尻尾をひいた姿はとても印

象的で、 私を含め私たちの中でも暗い

空の中実際に眼で見て感動を覚えた

人も OAC のメンバーでは多々いるの

ではないでしょうか？

　ということで、 少し前置きが長くなりま

したが、 今月の天体ガイドとしてまず

２０１３年の天文イベントとしてもすでに

盛り上がってきている 「彗星」 に注目

してみようと思います。

○ 「パンスターズ彗星 (C/2011 L4)」

2013 年 3 月に 0 等 （予想） の大彗星

として期待されている彗星です。

2012 年の秋に、 10.1 等まで増光した

(10 月 14 日、 Marco Goiato)。 当初の

予想より速いペースで増光しているの

で、 今後に期待したいと言いたいとこ

ろですが、 残念ながら天文雑誌やイン

ターネットなどからは南半球からの１月

情報からは、 増光ペースが鈍くなって

いる情報もちらほら‥‥ただし、 彗星

は 「水もの」 と言われるように、 太陽

に近づいてコアが分裂し予想よりも急

激に増光したパターンも過去にはたく

さんありますので、 果たしてどうなると

でしょう？？

　ちなみここだけの話、 彗星はよく発

見者が彗星の名前になっているのです

が、 パンスターズ彗星は、 ハワイのハ

レアカラ山にある望遠鏡で継続的に全

天をサーベイ観測し移動天体や突発

天体を検出する過程で発見された彗星

であり、 今回は人の名前ではないので

す。 また、 最新のテクノロジーで１９等

級から発見されており、 近い将来、 個

人で双眼鏡で夜空を眺めて星や彗星

を発見することも難しくなってくるのかと

思うと、 ロマンあふれる天文の世界に

対し少しさみしい感じを覚えます。

 

　さて、 パンスターズ彗星の高度変化

と離角を表してみました。 予報では３

月に明るくなるということですが、 ピー

ク時、 日本から見える時間帯は夕方も

しくは明け方になってしまうため、 薄明

の中での天体探しに慣れるためにも？

彗星ではなく水星探しでもしながら待ち

たいところですね。

　他には、 レモン彗星 （C/2012 F6) と

いう彗星が同時期に近日点を通過しま

すが、こちらのほうは予想光度を上回っ

てきておりますので、 もしかしたらパン

スターズ彗星の尾っぽのほうに、 レモ

ン彗星がたたずんでおり、 肉眼彗星の

ランデブーという珍しい光景が見えた

時には‥‥。 　

　今後の動向に注目したいところです。

　さて彗星以外の天体にも目を向けて

いきましょう。

　まずは夜空を望遠鏡や双眼鏡を使わ

ず、広い視野から眺めてみましょう！！

　太陽が沈むと空にはすでに高度高く

オリオン座が輝いており、 東の空から

はゆっくり春の星たちが登ってきます。

なかでも１等星のレグルスから 「？」 の

マークを裏返しにした形を作る星の配

列になっている姿の星たちが目にとま

ります。 これが 「ししの大がま」 と呼ば

れています。 なぜ大がまなのかというと

この部分はちょうど草を刈り取るときに

使う鎌の形のように見えることから由来

しているそうです。 星座絵では獅子の

頭から胸の部分にあたります。 ななめ

を向きながら空を駆け上がってくる獅子

の姿は、 百獣の王と呼ぶにふさわしい

くらいに勇ましく見えます。 またレグル

スはコペルニクスが名づけたといわれ、

黄道上にある重要な星もあり、 王の星

＝王子様を意味するとされています。

また獅子の胸元に輝くことから、 獅子

の心臓を意味するコルレオニスと言う名

前もあります。

　また北をみると北極星を見つけるため

のツールである指極星 「北斗七星＆

カシオペア」 が一緒に北極星を中心

にして横一線に対極する姿もこの時期

見ることができますので、 機材を使っ

た観望や撮影のためににらめっこする

PC だけではなく、 時々は大きく空を眺

めてゆっくりしてもいかがでしょうか？パンスターズ彗星の光度と太陽からの離角の変化

～彗星情報～
・ 近地点 ( 彗星が地球に最も近づく日 ) : 2013 年 3 月 5 日。

・ 近日点 ( 彗星が太陽に最も近づく日 ) : 2013 年 3 月 9 日。

・ 日本からは 4 月の未明の空で目にするチャンスがあるが、 高度が低い。

・ 視等級が 0 〜 -4 等級となる大彗星となる予測がある。

・ 放物線軌道のためこの彗星は見られるのは最初で最後、 今回限りです。

レグルス

昇るしし座 （舌状の光は黄道光）



　○水星の東方最大離角 （２月１７日）

先ほど彗星の記事でも述べましたが、

まず水星は地球の内側を公転する惑

星で、 一番太陽に近いため太陽から

大きく離れることはないので、 なかなか

見れる機会 （太陽に近いため、 夕方

か明け方のみ見える） が少ない惑星だ

と思います。 ただこの日は太陽からもっ

とも東側に離れ （東方最大離角） るの

で、 日の入り 45 分後で高度 8 度と低

いですが、 西の空がひらけたところで

双眼鏡でなんとか確認するころができ

ます。 ちなみにこの最大離角は水星の

公転周期に起因しており、 年に６回お

こります。 これは水星の公転周期が短

く、 地球に近づく会合周期は 115.88

日と惑星の中で最も短く、 1 年 365 日

の３分の１弱にあたります。 地球と会合

する前後で太陽から最も離れる最大離

角が起こりますから、 年間を通して水

星は年に６回強、 太陽から離れる機会

があります。 地動説で有名なコペルニ

クスでさえ見たことがなかったといわれ

る水星を見つけるには、 この機会を逃

す手はありません。

○春の銀河 （撮影 ver)

　春といえば、 冬の星雲や星団は西に

沈み、 明け方に少しずつ夏の星雲 ・

星団が見え始める時期です。 短焦点

の望遠鏡を所有しているかたは、 この

時期は撮るものないや！っては少し冬

眠？休眠？時期になってくるかと思い

ますが、 超焦点の望遠鏡を持っておら

れる方は、 クローズアップ撮影でのハ

イシーズンの到来と言ったところでしょう

か？

　そんな春の銀河たちですが、 長焦点

ばかりが活躍 !! ではなく、 短焦点の方

でも、 いくつか撮影を楽しめる対象が

あります。

　●しし座のトリオ ・ ・ ・ しし座の脚

の付け根部分にある銀河群ですが、

地球から約 3000 万光年の距離にあ

り、 銀河群を形成しております。 それ

ぞれ明るさが違いますが、 焦点距離

500 ｍｍ前後に APS カメラを取り付け

た ら、 M65 ・ M66、 そ し て 紡 錘 型 の

NGC3628 がひとつの構図の中にバラ

ンス良くすっぽり収まってくれます。

　この３つの銀河を撮影する場合、 一

番暗い NGC3628 に露出を合わせると、

うまく撮影できるでしょう。 また明るさだ

けでなく、 色合いも微妙に異なってき

ますので、 ぜひ処理する際にも色々楽

しんでみてはいかがでしょうか？

　他にもおおぐま座にある M101 （回転

花火銀河） や M81&M82 なども短焦点

で撮影できますので、 ぜひ休眠せず

春の星空の撮影を楽しんではいかがで

しょうか？

執筆 ： てつくん

うんちくあれこれ

第１６回　宮内双眼鏡のこだわり

　僕と宮内双眼鏡の出会いは約二十

年前です。 それまでに、 ビクセンの 10

センチ反射望遠鏡赤道儀セットで楽し

しし座のトリオ （M65,M66,MGC3628）

１３㎝望遠鏡で撮影した水星

宮内双眼鏡

んでました。

　あるとき、 彗星を肉眼で発見したいと

思い、 反射望遠鏡で出来るかなとやっ

てみたけど難しくて無理と感じて、 いろ

いろ考えてみた結果、 双眼鏡に至りま

した。

　当時の天文ガイド、スカイウォッチャー

を買ってきて二つのメーカーに行きあ

たりました。 フジノンと宮内光学です。

迷いました。 フジノンはべらぼうに値段

が高いし、 性能はいいんだけど持ち運

びが出来ない。

　それに比べて宮内双眼鏡は値段もそ

こそこだし持ち運びによさそうだし、 こ

れしかないと想い購入にいたりました。

　見え方が抜群で、 選んでよかったで

す。 いまだレンズも曇らず活躍してい

ます。

 

天体観測所　「邑宝 （ゆうほう）」

 　この観測所との出会いは 13 年前

邑久町の広報誌でイベントがあるから

参加したのがきっかけです、 はじめは

邑久町教育委員会主催でしたが、 引

き継いで僕が預かることになって今に

至ってます。 今は、 あまり活動してま

せん。 どなたか、 僕に言ってくれば、

いつでも使用できますので、 気軽にお

問い合わせください。

　因みに無料会員募集中です。

執筆 ： 一番星

邑宝天文台



会員紹介 「ｈａｗｋ」

　会員番号 24 番の hawk です。 ＯＡＣ

に入って早４年 （だったかな？） で，「会

員紹介」 ということで何を書くか悩むと

ころですが，やはりここは定番である「私

の天文半生」 とか 「ＯＡＣに入ったい

きさつ」 等について書いてみたいと思

います。

　「私の天文半生」 については， 話は

小学校４年生くらいまで遡ります。当時，

天文に特別な思い入れがあったわけで

もないのですが， お小遣い欲しさに始

めた新聞配達のバイトで約７ヶ月間の

労働の末， 当時の私は約３万数千円

のバイト料を手にしました。 ３万数千円

とは小学生にとっては大金ですが， 当

然，貯金等ということは考えることもなく，

プラモデルなら３００個買えるな～～等

と考えつつ， 当時私が選んだのは 「ビ

クセン オリオン 60mm 屈折望遠鏡 （経

緯台仕様）」 でした。

　「ビクセン」 を選んだのは， 親が持っ

て帰ったカタログが「ビクセン」だけだっ

たから。 貧乏な小学生にとって， かつ

周りに天文をやっている人もいない田

舎の小学生でしたから， 天文雑誌等の

存在も， また天文界のさまざまな常識

も一切知らず， カタログの中から選ん

だのは 「倍率３００倍」 という華々しい

数字に囲まれた 60mm 屈折望遠鏡で

した。 今思えば， 典型的な PR 戦略に

はまっていたわけです。

　そして機材を組み立てて初めてみた

天体は， まずは定番の 「月」 でした。

25mm のアイピースで月の全景を見た

後， 6mm のアイピースでクレーターの

アップを見て， ２倍バローレンズなんか

でも見たりします。 「これが３００倍か～

～」 等と感動しながら。。

　ひととおり月を見た後は，次は 「木星」

と 「土星」 です。 木星の衛星を見て，

土星の輪を見て， 「まあ３０0 倍はこん

なもの。。 きっともっと高価な望遠鏡な

らよく見えるだろう」 と自分の望遠鏡の

実力を少し知りつつ， まだまだ希望を

膨らませます。

　そしてここまで考えた私は， ある考え

に至ります。 「３００倍の倍率があるのだ

から， 星 （恒星） をみたら， 太陽とま

ではいかないにしろ， 木星か土星か，

もうちょっと小さいくらいには見えるん

じゃないだろうか？　何しろ， 木星とか

土星は， 太陽の数分の一でもこれくら

いに見えるのだし， 少々遠くの恒星で

も３００倍あれば何か見えるかも知れな

い！！」 という確信にも似た考えで想

像します。愚かですね～～，当時の私。

でもきっと今小学生に同じようにせがま

れたら， 今でも試す

ことを厭わないと思い

ます。

　で， 期待に胸を膨

ら ま せ て， 「 恒 星 を

３００倍で見る」 ことに

小学生の私は挑戦し

ます。 何の恒星を見

たかは覚えていませ

ん。 きっとベガとか，

そんな１等星だったと

思います。

期待に胸を膨らませ

た結果は， ＯＡＣの

会員の皆様ならどのようになるかご存

知のとおり， アイピースを覗き込んだ私

の眼の前には， 「単なる１つの点」 が，

ポツーんとかつあっさりとありました。「あ

あ私の望遠鏡の能力なんてこんなも

のか」 というかすかな挫折感と， 「よく

考えりゃゼロにいくらかけてもゼロじゃ

ん。。」 という， ０×∞ （無限大） ＝０と

いう明快な答えを味わって， 当時小学

生の私は天文の世界を後にします。

　その後， 購入した望遠鏡は家の片隅

にしまい （でも捨ててはいない）， ２０

数年の時が経ちます。 途中， 天文雑

誌を読んだことのある友人と高校時代

に出会いますが， その友人も望遠鏡

は持っていなかったため話も盛り上が

らず， 学生時代を卒業し社会人になり

ます。

　社会人になった私は， ある時書店で

天文雑誌に出会い， 「天文にはいくつ

からの楽しみ方があり， そのうち写真

撮影は赤道儀等の機材は要るものの，

星を長時間追尾して撮影するので， 眼

に見えないものでも撮影できる」 ことを

知ります。

　「そういえば友人が赤道儀とか言って

たな～～」 等と思い出し， 雑誌を読む

とそれなりの機材は要るものの， そこは

別趣味の電気 ・ 機械工の知識があっ

たため 「これくらいの機材だったら中

古品等を集めて安く製作することもでき

そう」 というふうに考え， 私の第２の天

文人生に灯がつきます。

それから 「安く ・ 自作 （or 改造で）」

をテーマに， 最初に手に入れた機材

は 「ミザールＡＲ赤道儀 （ヤフオクで

約１万円の中古）」 でした。 これに 「親

の一眼レフカメラ （銀塩）」 を借りて追

加し， その他にも足らないものをいろ

いろ揃えて， 天体写真人生がスタート

します。

初めて撮ったのは， まずは難易度の

低いところで， 50mm カメラレンズによ

る 「オリオン座の全景」 でした。 マニュ

アルフォーカスレンズなのでピントはとり

あえず 「無限大」。 50mm　5 分間の露

出なので赤道儀はノータッチガイドで

す。 カメラの収差とかフィルムの感度荒

れなんか知ったこっちゃなく， こちとら

とにかく 「目で見えない星がどこまで写

るか」 が知りたいのですから， レンズ

は絞り f1.4 開放， フィルムは ISO1600

で攻めます。 そして初撮影のオリオン

座。 出来上がった写真を見て驚きまし

た。 「こんなに星が写るのか！　空には

こんなに星があったのか！　色だって，

白からオレンジまで色様々！　オリオン

座の星雲 （M42） まで写っとる！」 と。

もう 「天文趣味は撮影に決まり！」 と，

撮影路線を歩むことを確信した瞬間で

した。

　その後， 撮影機材はご多聞に漏

れず， 「長焦点化」 への道を歩みま

す。 そりゃ， 「50mm でこれだけ写るん

だから， 天文雑誌に載ってるような巨

大な望遠鏡を使ったらどんなになるの

か？？」 と思うのは当然ですよね。

　「長焦点化」 で避けて通れないの

が， 「赤道儀のガイドエラーに対する対

策」，つまり 「半自動ガイド」 もしくは 「自

動ガイド （オートガイド）」 を行うことで

す。 工作には自信がありましたら， ど

ちらも 「何とかなる」 と思いつつ， まず

は手軽な 「半自動ガイド」 から始めま

す。 赤道儀に撮影鏡とガイド鏡の２本

を載せ， すでに AR-1 赤道儀にはオー

バーウェイトでは？？と思いつつ， ガイ

ドアイピースを覗き込みます。 ガイド星

の動きを見ながら， 慣れてくるとガイド

星の動く方向を予想しながら，まるで「イ

ンベーダーゲーム」 等のテレビゲーム

のような感じでコントローラのボタンを連

打し， ガイド星をアイピース中心に抑え

込みます。 この 「半自動ガイド」 は，

本当にテレビゲームのようで楽しかった

です。 が， やはりいかんせん撮影を始

めるとガイドに集中せねばならず，「もっ

と楽な撮影がしたい」 と思うようになり，

写真１　はじめて撮影したオリオン座全景
（50mm f1.4  ISO1600 ５分）



これまたご多聞にもれず， 「オートガイ

ド」 の道に入ります。

　オートガイドは， 当時， インターネッ

トで流行っていた 「Web カメラを利用し

た安価なオートガイド」 を使用しました。

システムは特に大きなきな問題もなく完

成したのですが， この頃から 「何か自

分のとった写真って， ピントもきちんと

合ってないし， ガイドも流れてる部分も

あるし， もうちょっときれいな写真を撮

りたい」 と思い始めますが， このあた

りから私の 「天体写真人生受難の時」

が始まります。 これまたご多聞に漏れ

ず， 具体的には

・ どうにもピントがばっちり合わな

い。 （もちろんピント合わせ治具等

も使用していない）

・ ガイドエラーがある。 （まあ AR-

１赤道儀に， 望遠鏡２台というのも

無理な構成）

　というような問題で， さらに私の場合

は

・ そもそも機材に自作 or 中古改

造前提なので， どこかをグレード

アップするにも， 自作 or 改造に

時間がかかり， 非効率的

　という要素が拍車をかけます。

　結果， 「満足のいく写真が撮れない

時期」 が長く続き， 「天体撮影という趣

味を一人で行うことの限界」 や， 「天

文には， 他の楽しみ方 （たとえば眼視

等） もあるのではないか」 ということを

思うようになります。

　そんなことも感じながら， 各地の星ま

つり等の人の集まるイベントを巡ってい

たのですが， ある時， おそらくは日本

中の天文工作好き ・ 双眼好きの人が

集まる祭典 「双望会」 というイベントに

行きました。

　「双望会」 は， 毎年， 愛知県の山奥

で開かれる星まつりですが， 他の星ま

つりが 「当日飛び入りの一般参加可

能 （つまり， 内容も家族向けのものが

多い）」 のに対し， 「集まった人同士の

交流を重視する， 予約制のスターパー

ティ（星を実際に見て楽しむパーティ）」

です。 「予約制」 ということで敷居も高

く感じるのですが， そこはそれ 「敷居

が高い = 猛者どもが集まる = 有意義な

交流が可能」 と解釈します。 そして 「双

望会」 から帰るといつも間にか， 「双

眼病」 （望遠鏡は双眼視でなくてはい

けないという考えの病気） に感染して

いる自分がいました。 そして，「双望会」

から帰って２週間後， 「双望会のフリー

マーケット」 ではお流れになり， 「興

味のある方は後日問い合わせてくださ

い。」 となっていた１５ｃｍ双眼望遠鏡に

対し， 「まだ売れてませんか？」 と問

い合わせている自分がいました。

　その後， その時問い合わせた１５ｃｍ

双眼望遠鏡を無事手に入れ， 「これで

眼視ができる！」 と意気揚々としてい

た私に次の課題が舞い込みます。 望

遠 鏡 は

手 に 入 れ

た の で す

が， 肝 心

の 「 見 る

べ き 天 体

は 空 の ど

こにあるの

か？」 で

す。 ここで

従 来 の 私

であれば，

「そんなも

の は 星 図

を見るか，

もしくは大

きなファイ

ンダーをつけて自分で探す！」 と言う

ところですが， すでに写真撮影で一人

で苦渋を味わってきた私は， 「ここはや

はり誰かに教えてもらう （ ＝ 社会人ク

ラブに入る） ことが最善」 と判断し， か

くして私はＯＡＣの門を叩くことになりま

す。

　ここまでで 「私の天文半生 （反省？）」

は概ね終了です。 ＯＡＣに入ってから

は， 当初の目標であった 「眼視の腕

を磨く」 ことは一向に上達せず， 未だ

に天体導入時には 「Ｔ＃さ～ん」 とか，

「イノウエちゃ～ん， 何か入れて～～」

等と他人まかせですが， そのうち上達

しようかと考えております。

　ＯＡＣに入って， また眼視を始め

て良かったのは， 以前の写真撮影

に比べて， 機材の設置 ・ 撤収に時

間がかからないので時間に余裕があ

り， その分， 皆さんと楽しい話ができ

ることです。 やはり人生何事も， 「趣

味は余裕のある世界でやることが重要」

ですね～。 まあ 「あえて余裕のない世

界に突入しドロ沼にはまり込むのも時

には重要」 と思いますが， そこはそれ，

適宜判断で。

　そんなわけで広島在住と少し遠方な

ので， 集まりに毎回参加するほどタイ

ムリーには参加できないのですが， そ

の分時折参加する観望会は， 「毎回が

星まつり」 のように新鮮で， 私にとって

は 「気の合う仲間と楽しく話せる， なく

てはならない場所」 です。 また今後も

いろいろとご迷惑をおかけすると思いま

すが， 皆様よろしくお願いします。

 執筆 ： ｈａｗｋ

ミザール AR-1 赤道儀 （モータードライブ改造したもの）

現在使用中の機材 （150LD-BINO）



　お正月気分も早々に去ってしまった

ことを思い起こす１月後半、 何を思っ

たのか当クラブのメーリングリストを通じ

て 「天文川柳」 を募集してみました。

テーマはただ一つ 「天文を趣味にして

いる者が共感を覚える」 ことです。

　この募集、 一人暴走の企画倒れにな

るかと思いきや、 多数の会員さんから

合計１２０を超える川柳が集まりました。

川柳といえば、 ５ ・ ７ ・ ５の定型詩。

季節がら冬物が多いですが、 様々な

ジャンルの楽しい川柳が届きました。

今日はそんな中から独断と偏見で選び

抜いた天文川柳を、 勝手にジャンル分

けしてご紹介します。

解説や論評はくどくど行いませんが、

全てを読み解けたあなたは立派な天文

屋で間違いなしです。

　では、 始めましょう。

▼観望編

天体観望、 こんなこと

身に覚えありませんか？

▼撮影編

天体撮影も現地 ・

アフターなかなか苦行です。

▼機材編

天文機材とは永遠に戦い続けなけれ

ばなりません。

▼一笑編

出来が良すぎて笑えます。

▼混乱編

どうしたものか？と頭を悩ますことも多

いです。

▼星空編

天文イベントは期待している時が楽し

みマックス。 期待どおりで幸せマックス

です。

▼情景編

わかりますか？このときの情景と想い。

■特別企画 「天文川柳」



以上で紹介は終わりです。

ご紹介できなかった川柳には、 素晴ら

しいものがまだまだありますが、 誌面の

都合上ご勘弁くださいね。

今回の天文川柳をとおして、 普段あま

り口に出して語らずとも、 同じ経験や想

いをシェアできていることに少し喜びを

感じました。

では、 今回ご紹介した川柳、 ご褒美と

して次回定例観望会にて、 投稿者本

人さんから大声で詠みあげてもらいま

しょう （笑）

執筆 ： Sirius

協力 ： 会員の皆さん

大彗星を見てみたい

　こんばんは。 T# です。

　今年は、 今号の天体ガイドでてつく

んさんもかかれておりますが、 大彗星

になるかもしれないという二つの彗星が

見えます。

　そこで、 自分も夜空を見るようになっ

てしばらく経つので、 少し見てきた彗

星を振り返ってみたいと思います。 し

ばしおつきあい下さい。

　自分が望遠鏡を買って星を見るように

なったのはまだ中学生だった 70 年代

末のこと。 天文入門書などに載ってい

た大彗星たちの写真を見て、 胸躍らせ

たものでした。 池谷 ・ 関、 ベネット、 コ

ホウテク、 そしてウエスト彗星。 どの彗

星も素晴らしい姿で、 いつかは自分も

そんな大彗星をこの目で見てみたい、

そう固く心に誓ったのでした。 ( 見つけ

たいと思わないところがミソ）

　その当時は、 まだ肉眼捜索にて彗星

が発見できる、 今から思えばのどかな

時代でした。 倉敷天文台の本田さんや

津山の多胡さんをはじめとしたコメット

ハンターという人たちが毎夕毎朝彗星

を求めて探していたのです。現代では、

人間の代わりに機械の目で探していま

す。 パンスターズもアイソンもその成果

です。

　話は戻り、 彗星に興味を持ったもの

の、 中学高校時代と肉眼彗星はあらわ

れませんでした。 そうなると、 1986 年

春に回帰するハレー彗星に期待が高

まります。

　しかしその前、 大学生になった 1983

年の春、 初の肉眼彗星を見ることがで

きました。 IRAS ｰ荒貴ｰオルコック彗星

です。 5 月の連休に明るくなり、 一週

間のうちに北から南へ駆け抜けていき

ました。 形は最初から最後までコマだ

けのヒトダマ状でしたが、 初めての肉

眼彗星、 とても感動しました。 動きがと

ても速かったのも驚きでした。

　さて、 時は流れて 1985 年。 ハレー

彗星が 6 等級まで明るくなって自分た

ちの望遠鏡でも見たり撮ったり出来る

ようになりました。 20 ㎝のドブソニアン

で初めて見たときはようやく見えたとい

う感慨を覚えました。 ハレー彗星は、

1986 年の正月ごろ太陽に近づいたの

ち、 3 月下旬から日本でも見え始めま

した。 この頃には、 ハレー彗星バブル

とでも言うべき現象が起こり、 週末の山

や暗いところは彗星目当ての人々が殺

到、 大変な状態になっておりました。

しかし…。 肝心の最接近した 4 月上旬

には南天低く、 これまたヒトダマ状の姿

が見えただけでした。 そしてシッポの

角度が悪く、 3 月下旬の方が彗星らし

い姿だったというオチになりました。 一

応肉眼彗星にはなったものの、 前評判

と現実の落差に何か釈然としないもの

が残った回帰でした。 結局 1980 年代

は彗星不作の時代だったようです。

　そののち、 岡山に帰ってしばらく経っ

た頃、 ようやく確実な大彗星の話を聞

きます。 1995 年ヘール ・ ボップ彗星

です。 1997 年の近日点通過の時には

確実に明るくなって肉眼等級になると

いうふれこみでした。 しかし、 その前

にまさに彗星の如く出現したのが、 百

武彗星です。 1996 年 3 月初旬にそれ

なりの明るさでしたが、 予測では下旬

に地球に大きく近づいて大彗星になる

とか。 これまでさんざんガッカリしてきた

身としてはうのみには出来ませんでした

が、 でもちょっぴり期待していました。

最接近前に晴れた 3 月 22 日、 勇ん

で加茂川町に向かいます。 相当明るく

なっているらしく、 途中の車内からでも

ぼーっとした姿が見て取れます。 到着

して見上げたその時、 ショックを受けま

した。 うしかい座のあたりに 20 度ほど

の明るいシッポが見えるのです。 初め

ての体験でした。 その日は一晩、 シッ

ポのある百武彗星を飽きずに眺めてお

■投稿

1965　池谷・関彗星

1970　ベネット彗星

1973　コホーテク彗星

1976　ウエスト彗星

1983　IRAS・荒貴・オルコック彗星

1986　ハレー彗星

1990　レビー彗星

1996　百武彗星

1997　へールボップ彗星

2004　NEAT 彗星

2007　マックノート彗星

2007　ホームズ彗星

2011　ラブジョイ彗星

2013　パンスターズ彗星（？）

2013　アイソン彗星（？）
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1996 年の百武彗星

勝手に作った彗星年表



りました。

　こうなると、 最接近の日が平日であろ

うと見に行きたくなるのが人情というも

の。 最接近日の 25 日、 22 時頃家を

出発、 23 時頃大芦高原に到着すると、

北斗七星の北側に頭が、 そしておおぐ

まかみのけおとめを横断してほぼから

す座に到達する長さ 90 度に達するシッ

ポを見せる百武彗星がそこにはおりま

した。 翌日仕事だったので、 午前１時

頃には帰りましたが、 それでも未だに

忘れられないすごい光景でした。 百武

彗星は、 その後急速に暗くなりました

が、 翌年には、 もう一つの大彗星ヘー

ル ・ ボップ彗星が明るくなりました。

　この彗星は、 1997 年 2 月初旬の満

月下でも割と立派な見え方をしており、

3 月にはいると日本のシッポをはやした

堂々たる大彗星の風格を備えてきまし

た。 色々考えた末、 近日点通過前の

夜明けがベストだろうと、 3 月中旬の水

曜日未明に撮影に出掛けました。 そし

て撮ったのがこの写真。 二本に分かれ

た V 字状の姿で東の地平線から出て

きたのを今でも覚えています。

これまた忘れられない光景です。

そのあと、 夕空に回っても明るく輝き続

け、 夏頃までは肉眼で見えていました。

夕空にぼやっと光る曲がったシッポ、

魔女のホウキとはこのことかとも勝手に

思いながら、 眺めておりました。

　この二つの彗星は、 今でも自分の中

では両横綱です。

　その後、 2000 年代には、 肉眼彗星

はいくらか出現したものの、 90 年代の

両横綱には到底かなわない見栄えでし

た。 2007 年マックノート彗星は、 すご

かったらしいのですが、 残念ながら最

盛期は南半球。 その勇姿を見ることが

かないませんでした。 それでも、 夕焼

けの中、 手持ちで写るくらいに明るかっ

たのは、 大彗星の風格を片鱗なりとも

魅せてくれました。

　「10 年間には大彗星が二つは出現す

る」 という彗星にまつわるジンクスを聞

いたことがあります。 1990 年代は間違

いなく百武 ・ ヘールボップ、 2000 年

代はマックノート、 さて、 2010 年代は、

と思えば、 一昨年のラブジョイ彗星は

間違いなく大彗星に入れていいでしょ

う。 パンスターズ彗星は光度予報が下

方修正されたようですが、 アイソン彗星

は順調のようです。 彗星は汚れた雪だ

るま、 まさに水物ですので楽しみにし

たいと思います。 願わくば、 肉眼大彗

星が再び見えますように！

執筆 ： T#

　

発行元： 岡山アストロクラブ
発行日： 平成 25 年２月 20 日
執筆：
　「天体ガイド」　てつくん
　「うんちくあれこれ」一番星
　「会員紹介」 hawk
編集：T#
次号発行予定： 平成２５年５月
執筆予定：
　・天体ガイド　ノッポのキリン
　・うんちくあれこれ　ユヅキ
　・会員紹介 　kishimoto
編集人より

まだまだ寒く、その割には
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南中する百武彗星

ヘール ・ ボップ彗星

3 月下旬のパンスターズ彗星の見え方 （ステラナビゲータ 9 で作成）

近年出現した肉眼彗星たち

左上 : ニート彗星 (2004)　右上 : ホームズ
彗星 (2007)　左下：マックホルツ彗星 (2005)
　右下 ： 夕暮れの中輝くマックノート彗星


